



　他者に嫌悪感や苦痛を与えるパーソナリティ特性として近年，Dark Triad（Paulhus & Williams, 
2002）に注目が集まってきている。Dark Triad とはマキャベリアニズム，自己愛傾向，サイコパシー
傾向の３特性の総称であり，一般的なパーソナリティ特性として捉えられる概念である（Paulhus & 
Williams, 2002）。Dark Triad は様々な反社会的な行動との関連が確認されているが，Dark Triad が高
い者がそのまま顕示的に反社会的行動をすれば，社会的な排斥を招いたり，周囲から非難を浴びて社会
的な立場が危うくなったりする恐れがある。Dark Triad はこのようなリスクを避けるために，様々に
戦略的な対人行動を行っていることが示されてきている（e.g., Jonason & Webster, 2012）。このような






研究１：日本語版Short Dark Triad の作成
　目的　Dark Triad の３特性を測定するそれぞれの尺度は既に存在しているが，その既存の尺度を用
いると，Dark Triad を測定するだけで多くの項目数を要するという問題がある。そこで本研究では，
海外で作成された Dark Triad を簡便に測定する尺度である Short Dark Triad（Jones & Paulhus, 
2014）の日本語版を作成し，その信頼性および妥当性を検討することを目的とする。
　方法　調査対象者は190名であった。このうち，欠損項目のない189名（男性：83名，女性：106名，
平均年齢：19.76（SD = 1.10））が分析対象者となった。使用尺度は日本語版 Short Dark Triad，Mach-
IV（中村他, 2012），NPI-35（小西・大川・橋本, 2006），LSRP（杉浦・佐藤, 2005）を用いた。日本語
版 Short Dark Triad の項目の訳語に関してはバックトランスレーションを行い，その項目内容が，原















Mach-IV .47*** .08 .40***
NPI-35 .24*** .81*** .23**
　注目欲求 .29*** .67*** .22**
　誇大感 .18* .75*** .28***
　主導性 .13 .76*** .14
　身体賞賛 .06 .46*** .19**
　自己確信 .21** .36*** .03
LSRP .49*** .23** .54***
　一次性 .50*** .31*** .55***
　二次性 .13 -.10 .17*
注）M＝マキャベリアニズム；N＝自己愛傾向；P＝サイコパシー傾向




































　結果　Dark Triad と対人葛藤方略との関連を検討した結果をTable 3に示した。Dark Triad はいず
れも強制スタイルと有意な正の相関を示した。また，自己愛傾向やサイコパシー傾向は回避スタイルや
自己譲歩スタイルと有意な負の相関を示した。
Table 3．Dark Triad と対人葛藤方略
M N P
統合スタイル .04 .02 -.11
回避スタイル -.01 -.19** -.18**
強制スタイル .23*** .42*** .44***
自己譲歩スタイル -.07 -.15* -.19**
相互妥協スタイル .12 -.11 -.13*
注）M＝マキャベリアニズム；N＝自己愛傾向；P＝サイコパシー傾向






Table 2．Dark Triad と他者操作方略
M N P
自己優越的感情操作 .35*** .24** .35***
自己優越的行動操作 .48*** .13 .38***
自己卑下的感情操作 .38*** .09 .25***
自己卑下的行動操作 .37*** .07 .30***
注）M＝マキャベリアニズム；N＝自己愛傾向；P＝サイコパシー傾向
***p < .001, **p < .01
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